
第23号北方町総合~pfiだより
骨文21年3月1目指子

地域振興課

電話47-3600

2月13日、香一番が観測され、延岡では気温が22.5度まで上昇、 5月

上旬の暖かさが叡日続きましだ。そんな中、第47回延岡西日本マラソン大

会が開催され、全国から約300名の選手が出場、北方町からち3名（北方

町出易者き）の方が出湯されました。ぽかぽか陽気の中、汗だくになりなが

ら必死にゴールを目指す選手や沿道から声援を送る多くの観客の姿がTVに

映し出されていました。

また、宮崎市では2月16日からWBC日本代表選手の合宿が開催されま
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しだ。イチロー選手や松坂投手、ダルピッシュ投手、日向市出身の青木選手など、野球界のスーパースターた

ちが宮崎に集まりました。全国から訪れだファンは24万人を超え、連日スポーツコーナーのトップニュース

を飾っていました。スポーツイベントが地域活性化に与える影響の大きさを感じました。

3月は各学校で卒業式が行われます。小学生は中学校へ、中学生は高校進学など様々な分野ヘ進んでいきま

す。それぞれの夢と自標を抱いて、スポーツに勉学に励んでもらいたいと思います。今月号は、そんな子供た

ちの意見発表や芸能発表が行われた「第3回元気な北方の子どもを育む教育フォーラム・干支の町きたかた女

性のつどい」等を中山に編集しています。

0下鹿川・上鹿川地区がいきいき集落に認定されました

宮崎県が公募していた「いきいき集落jに、県内15市町

村、 55の地区と集藩が認定されました。延岡市では唯一下

鹿川・上鹿川地区が認定されています。この「いきいき集落J

は、集落の活性化について、住民自らが考え行動し、中山間

地域が持つ多面的機能の維持、害続に務めている集落が認定

されたものです。

下鹿川・上鹿川地区では産業祭やちみじ祭りなどを開催す

ると共に、集落内の道路に彼岸誌の植栽をするなど観光客の

誘致を図っています。また、閉校になった小学校を利用して

イベントを開催するなど、交流人口の広大を図る取り組みを

しています。このような活動が認められて、今回「いきい

き集落」に認定されました。

「いきいき集落」に認定された地区と集落は、今後、県の

ホームページ等を通して活動状況が広く発信されるとともに、

集落同士のネットワークづくりなどが図られていきます。

県では引き続き「いきいき集落」の募集を行っています。
※お問い合わせは

一一一
（昨年の上鹿川紅葉まつり〉

宮崎県総合政策課中山間・1也援対策室（電話0985-26-7036）または、北方町総合支所地鼠振興課（47『 36α〉）まで

0甲斐祭こさん（早上〉ヘ

（人権嬢護委員を退任）感謝状が贈られました

このほど、人権擁護委員として5期15年間にわたり務め

られた阜上地区の甲斐第二さん（76歳〉へ感謝状が送られ、

その伝達式が2月12日延岡市長室で行われました。

伝達式では、首藤市長立会いのもと法務大臣感謝状と宮崎

県人権擁護委員連合会長感謝状及び記倉品が手渡されました。

伝達式終了後、「15年の長きにわたりご尽力いただきあ

りがとうございました。今後とち後進の指導をお願いします」

と首醸市長より長年の労がねぎらわれていました。
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第3回元気な北方の子どもを育む教育フォーラム
μ 

干支の町きたかた女性のつどいが開催されましだ

完妻まF宅，多毛三寝苦言モヨ

学校名 氏 名 題

北方小6年 中尾槙吾 「親切防を考えよう」

城 小6年 甲佐大輝 「大好き北方」

美々it!VJ¥6年 山田信子
「ノーァレピデーに取

り組んでJ

ニ極小6年 荒木野みちる
「よりよい未来のため

に私のできること」

北方中2年 高見謙信 「私たちの北方中」

婦人三逼陰長 菊池文子
「一緒に育てよう地域

の宝J

第3回元気な北方の子どもを育む教育フォーラムと

干支の町きたかだ女性のつどいが2月1日、北方文化

センターで初めて合同で開催されました。

これは、昨年7月から取り組んでいる学校支援地域

本部事業をより多くの方に知ってもらおうと開催され

たもので、会場には約500名の方が訪れていました。

この事業は、学校を撮／マな面から支躍することで、

教育資境の充実と学綬と地1或の交流を活発にして地鼠

全体の活性化につなげていこうという取り組みを行う

ちのです。

当日は、オープニングで幼稚富児と保育園児による

歌とダンスが行われだ後、小中学生と婦人会員の意男

発表が行われました。また、意見発表につづいて各地

区婦人会の芸能発表や各小学絞の学習発表が行われま

した。

ご
緒
に
育
て
よ
う

地
鼠
の
宝
と
婦
人
会
」

婦
人
連
絡
協
議
会
副
会
長

菊

池

文

子

。
一
私
た
ち
婦
人
会
は
、
現
在
、

ま
一

1
1地
区
約
2
0
0名
の
会
員

し
一
で
す
。
婦
人
会
設
立
当
時
は
1

．

紘
一

0
0
0人
以
上
い
た
会
員
ち
現

を
一
在
は
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

限

一
昨
今
、
核
家
族
化
が
進
ん
で

の
一
お
り
、
こ
の
町
ち
少
子
、
高
齢

お
一
化
が
進
行
し
て
い
る
中
、
婦
人

子
一
会
員
ち
、
そ
の
地
区
組
織
そ
の

淑
一
ち
の
の
参
加
が
減
少
し
て
い
る

菊
一
の
が
実
状
で
す
。
そ
ん
な
中
少

創
一
な
い
人
叡
で
ち
、
今
の
婦
人
会

副
一
は
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会一人
一

j
中
略
活
動
内
容
紹
介

5

婦
一
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
楽

的
一
し
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た

中
一
ち
会
員
は
、
常
に
新
し
い
テ
i

知
一
マ
｜
で
今
日
よ
り
、
明
日
と
前

発

一
向
き
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

翻

一
4
7
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

※

一
子
ど
も
の
教
育
、
子
育
て
等
で

一精

一
杯
だ
と
思
い
ま
す
。
私
自

一
身
ち
そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、

嫁
に
来
る
と
同
時
に
婦
人
会
に

入
り
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
い

ま
し
だ
が
、
今
思
え
ば
、
良
か

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
の

悩
み
や
家
庭
内
の
悩
み
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
は
あ
っ
て
も
、

月
1
回
の
婦
人
会
の
会
合
に
参

加
す
る
事
で
諸
先
輩
の
意
見
を

聞
い
た
り
、
子
育
て
を
す
る
中

で
い
く
ど
と
な
く
精
神
的
に
聞

け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

1
番
良
か
つ
だ
事

は
、
地
鼠
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で

き
だ
事
で
す
。
地
域
の
中
に
溶

け
込
む
事
は
、
地
域
を
知
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大
自
然

の
中
に
生
活
で
き
る
事
に
諮
り

を
持
つ
事
が
出
来
ま
す
。
私
た

ち
親
が
地
区
に
根
ざ
し
て
生
活

で
き
る
事
は
、
子
、
孫
に
き
ち

ん
と
自
分
だ
ち
の
町
の
よ
さ
を

伝
え
る
事
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。全

国
で
た
だ
1
ケ
所
「
干
支

の
町
」
と
い
う
誇
れ
る
歴
史
を

持
つ
北
方
町
で
す
。
い
ま
北
方

イ
ン
タ
ー
の
開
通
に
よ
り
延
岡

市
街
地
と
の
行
き
来
が
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
婦
人
会
ち
2
1

年
度
よ
り
延
岡
、
北
浦
、
北
川

と
の
合
併
予
定
で
す
。
地
援
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
大
き
な

組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る

事
と
な
り
ま
す
。
確
実
に
時
代

の
変
革
で
の
中
で
、
会
の
あ
り

方
ち
運
営
ち
徐
々
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

現
在
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
婦
人
会
組
織
こ
そ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
さ
き
が

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦

中
戦
後
、
隣
近
所
の
聞
け
合
い

の
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
婦
人
会

で
す
。
原
点
に
返
っ
て
、
私
た

ち
婦
人
会
ち
将
来
こ
の
北
方
を

担
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
ど
ち

た
ち
を
、
今
こ
の
毅
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る

「
あ
の
子
ち
、
こ
の
子
ち
北
方

つ
子
。
皆
で
育
て
よ
う
地
域
の

宝
」
を
皆
で
育
て
る
お
手
伝
い

の
で
き
る
婦
人
会
と
し
て
皆
で

歩
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
l
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
今
回
は
、
教
育
フ

方

1
ラ
ム
と
の
合
同
開
催
で
き

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



0防火水槽が完成しました
このほど蔵団地区に防火水管（50t級）が完成

しました。

この防火水櫓は、電源立地地援対策交付金事業に

より整備されたもので事業費約540万円、蔵田営

農研修館駐車協に建設されましだ。

春の全国火災予防運動が

実施されます（3月 1日～7日）

日頃から火災予防に務めましょう。
〈地下埋設型耐震性防火水檀の本体据付状況）

0広葉樹の森づくり 域小学校 「みどりの少年団Jが植樹しました

城小学校「みどりの少年団」の児童と関係者、合

わせて約60名が参加して2月26目、嘗木地区の

霧子山にオガタマの木の苗など約160本を植樹し

ました。

これは、針襲樹（主に杉の木〉を伐保した後の未

植栽地に広葉倒の苗木を値栽することにより、土砂

流失防止等を目的に行われだものです。

値制されたオガタマの木、くぬぎ、樫の本の3種

類の苗は、 2年ほど前から減小学授の子供たちが育

ててきたものです。

子供たちは、大きく育つようにと一生懸命植付け

作業を行っていました。

〈豊かな森づくりをめざして植樹する子どもたち〉

食桜の名所づくり〈桜の苗木植栽〉 参加者募集！

故大原一三氏の寄贈により、平成17年に建設された位記怠

館周辺の荒平公園内ヘ桜の苗木約200本の植樹を行います。

現在、植樹に参加されるボランティアの万を募集しています。

希望される方は、下記のとおりご参加ください。

－日時平成21年3月15日（日〉 午前9時30分～

・場所北方町南久保山荒平公園位記怠館集合

－その他道具はご持参ください。小雨決行です。

※お問い合わせは総合支所地湯掻興課まで 電話47-3600
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・平成20年度宮崎県むらづくりコンクールにおいて奨励賞を受賞
平成21年2月10日、宮崎自治会館において平成20年度宮崎県む

らづくりコンクールが開催され、 「蔵田地区むらづくり協議会：会長山

本確」が奨励賞を受賞しました。

これは、平成17年度プラスワンむらづくり事業により建設された蔵

自営農研修館を拠点施設として、地区会が中I~＼となったむらづくりの取

り組みが評価され、今回の受賞となったものです。

山本会長の受賞コメント

本事業により、活動の拠点施設である営農研修館が整備されました。

.Q:-

地区会を中I~＼に各組織の連携を図りながら、営農面での筏術研修や婦人会の料理研修が行われ、

また伝統行事である豊穣祭や恵比零祭、観音祭の継承、地鼠内の環境美化活動などを地鼠ぐるみで

行っています。

これからも、更に集藩営費活動や各種行事を地境ぐるみの活動として取り組み、活力あるむらづ

くりに努めていきたいと思います。

・曽木【荒谷】甲斐裳之氏、宮崎県茶共進会において持iこ入賞 f! ~ 
平成21年2月4目、宮崎観光ホテルにおいて平成20年度宮崎県農産園芸

特産物総合表彰式が開催され、北方町曽木 ｛荒谷〕の甲斐義之さんが宮崎県茶

共進会「かまいり製玉緑茶Jの部で2等に入賞されました。

宮崎県茶共進会「かまいり製玉緑茶」の部には県内各地から44点の出品が

あり、県茶業協会、専門家による厳正な審査が行われまレた。

受賞された甲斐義之さんは、現在茶畑約1h aを経営し、品種改良や製茶業

の委託など岡地区の茶業のプロとして活躍されています。また、地i或の担い手

として農業経営に熱I~＼に取り組まれています。

・林野火災にご注意を 2ぬ 治 泌 泌泌
春先は空気が乾燥するため、綜野火災や枯れ草火災の発生しやすい季節です。いったん火災が発生す

ると、あっという間に燃え広がることが多いため、林野での火気の取り吸いには十分注意しましょう。

〈〉林野火災を防ぐポイント

1 空気力軍Z燥し、風の強い日は、火入れ、たき火をしないようにしましょう。

2 完全に火が消えるまでは、目を離さないようにしましょう。

3 屋外でたばこを吸うときは、携帯用の灰皿などを用意し、火のついただばこを矯てるのは絶対にや

めましょう。

4 山で作業をする人、入山者、皆さんで協力して林野火災の防止に努めましょう。


